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研究成果の概要（和文）：少子化が進む東アジアにおける父系理念と祖先祭祀・死後供養の変化について、現地
調査・文献研究・アンケート調査を実施し、比較・考察した。対象は、父系社会である韓国、沖縄、中国・台湾
（漢民族）、そして父系的な傾向性を持つ日本社会である。
東アジア諸社会の父系的志向はいまだ否定されず、祖先祭祀・死後供養は持続しているが、家族レベルの祭祀・
追慕では、父系関係に限らず、死者を媒介にした家族・近親者の相互的関係性が構築される傾向がみられる。各
社会の変化には、各々の国家政策・市場・近代化が深く関っている。家族をめぐる大きな変化のなかで、人々
は、各社会の社会文化的特性を踏まえて、新たな事態に対応しようとしている。

研究成果の概要（英文）：The changes in patrilineal ideology, ancestor worship and memorial services 
in East Asia where the birthrate is declining have been researched based on fieldwork, literature 
research and questionnaire surveys with comparative perspective. The objects are Korea, Okinawa, 
China/Taiwan (Han Chinese), which are patrilineal societies, and Japan, which has a patrilineal 
tendency.
The patrilineal orientation of East Asian societies has not yet been denied, and ancestor worship 
and memorial services continue. In rituals and cherishment for the deceased at the family level, 
there is a tendency to construct interrelationships among family members and close relatives using 
the deceased as an intermediary, not just patrilineal relationships.
Changes in each society are deeply related to national policies, markets, and modernisation. In the 
face of enormous changes in the family system, people are trying to respond to new situations based 
on the sociocultural characteristics of their own societies.

研究分野：文化人類学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
現在の日本では、少子化が進み、「家」の存続、墓や位牌の継承が大きな問題となっている。「家」意識は希薄
になりつつも、祖先祭祀や親の死後供養を否定はできない。こうした人々の葛藤・悩みは、東アジアに共通する
ものであり、いまだ行われていなかった他社会との実態を踏まえた比較検討を目指して、本研究は始まった。
父系社会である韓国、沖縄、中国・台湾（漢民族）では、日本と同様に、祖先祭祀・死後供養、そして墓・遺骨
の処理に大きな変化が起きている。日本との顕著な差異は、この問題に関する国家の関与・法制化である。我々
の社会にふさわしい死後の祭祀のあり方を検討するための比較的視点を、本研究は提供しうるものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 

東アジア諸社会では、非婚化や若年層の貧困化、教育コストの上昇等を背景に、急速に少子化が進んでい

る。父系社会とされる韓国、沖縄、中国・台湾（漢民族）において、男性子孫ひいては子孫そのものの不在

から、親の死後供養や祖先祭祀の実践、また来世と現世の在り方という世界観の変容を招いている。そして、

父系的な傾向性を持った日本社会においても同様の現象が起きている。このように、対象社会の人々は改め

て父系理念と向き合い、世界観や親子関係を再構築すべき状況下に置かれている。 

だが、それらの具体的な対応に関する東アジア全体を視野にいれた研究は、行われていなかった。そこで、

本研究では、少子化による父系血縁イデオロギーに関わる事象の変化において、最も根幹的といえる、死者

である祖先とのつながりの再構築の様相に比重をおき、祖先祭祀の実践とそれに関わる世界観について、文

化人類学者による共同研究を行おうとした。また、同じく少子化状況にあり、父系的傾斜をもつ双系社会で

ある日本社会を参照事例とし、東アジア全体で少子化が及ぼす今日的課題の考察を試みることとした。 

さらに、本研究を通じて、当該諸社会を「父系的」と眼差してきた、従来の人類学研究への批判的検討を

行うことも、重要な課題であった。1980 年代から、東アジア親族研究に向けられる男性中心的な研究視点

が問題視され、 夫方妻方の双方の親族をつなぐ女性の立場等が指摘され考察された。そして近年、人類学

的親族研究全体は、親族よりも家族概念へと関心が移行し、さらに生物学的血縁関係を基盤におく家族・親

族関係の見直しが行われている。こうした視点から、東アジアの親族・家族を再考することを目指した。 

 

 

２．研究の目的 

東アジアにおける少子化に伴う父系理念とその実践に関わる変化を、祖先祭祀に着目して分析し、当該社

会の人々がこの新たな事態にいかに対応しようとしているのか、今後の展開を視野にいれた考察を行うこ

とが、本研究の目的である。具体的に明らかにしていく課題として、以下を設定した。 

（１）父系出自観念に基づく祖先祭祀・死者供養の実践の変化を把握するため「女性」に着目し、女性の祭

祀への関与、女性死者への祭祀の実態を分析し、父系理念とジェンダー観の変化を踏まえた理解を目指す。 

（２）祖先祭祀・死者供養における、親族・家族以外の関係性あるいは制度の関わりを明らかにしていく。 

（３）東アジア諸社会における父系理念ならびに祖先祭祀・死者供養の変化の実態とその特徴を把握し、比

較検討を通じて、東アジアに共通する課題、また差異を明確化していく。 

 

 

３．研究の方法 

（１）フィールド調査 

 研究開始年度である2018年度から、研究メンバーは、各自の研究フィールドでの現地調査を行った。し

かし、2020 年には新型コロナウィルスの蔓延によって、日本国内も含めて現地調査に困難が生じ、特に海

外調査は断念せざるを得ない状況に陥った。海外に渡航しての本格的なフィールド調査は、韓国においては

2022年から、台湾においては2023年から再開することになった。しかし、中国については、調査のための

ビザ申請の状況が好転せず、本科研研究期間中にフィールド調査を再開することはできなかった。 

（２）文献資料・収集資料の検討 

東アジアの父系理念と祖先祭祀に関して、研究メンバー各自が文献資料・調査収集資料の検討を行った。

また、研究会においても、「父系出自」、「東アジア各地域における近代以降の社会・政策の変化と親族・家

族・祖先祭祀の変化との関連性」をテーマとして、ディスカッションを行うなど、課題の深化に努めた。 

（３）若年層に対する祖先祭祀に関するアンケート調査とシンポジウム開催 

東アジア諸社会の若年層に対する祖先祭祀に関するアンケート調査（インターネットによる）を、日本(沖

縄を除く)、沖縄、台湾、韓国、中国(日本に留学している学生を対象)の大学生・大学院生を対象に、2020

年12月から2021年8月にかけて実施した。質問事項は、基本的に同様であるが、海外の研究協力者の助力

を得て、各社会の特徴に対応したものとした。回答者数は、日本333 名、沖縄202 名、台湾761 名、韓国

223 名、中国33名であった。このアンケート結果を基に、シンポジウム「東アジアの若年層にみる「祖先

祭祀」の現在―科研によるアンケート調査結果をもとに」（2022 年７月30 日、於：慶応義塾大学三田キャ



ンパス）を開催した。５地域の調査結果の分析報告がメンバーによって行われ、２名の外部コメンテーター、

そしてシンポジウム参加者からも有意義なコメントがあり、今後の研究の展開に資する議論が行われた。 

（４）シンポジウム「東アジアの祖先祭祀を問い直す―少子化、父系理念、家族を超える試みから」開催 

本科研プロジェクトの研究活動期間中の集大成として、上記シンポジウム（2024年１月27日、於：東京

大学本郷キャンパス）を開催した。「少子化時代の祖先祭祀」「介入/構築される家族」「家族・親密圏の再構

築と脱構築」の３セッションに合計9本の報告がなされ、研究メンバー全員が報告者あるいはコメンテータ

ーとして参加した。外部コメンテーター・海外研究協力者のコメンテーター（各１名）からのコメントに加

えて、130 名あまりの参加者（ハイブリッド形式による）のなかからも質問・コメントが活発に寄せられ、

今後の課題を考察していく有意義な機会となった。 

 

 

４.研究成果 

 「少子化」をキーワードとして始められた本科研プロジェクトであったが、研究を進めるに従い、「少子

化」に限らない社会の多様な変容が、父系理念や祖先祭祀のあり方に予想外の展開をもたらしていることが

明らかとなってきた。そこで、東アジア諸地域間での差異に止まらず、同一地域に存在する多様な諸相を捉

えて考察していくことを目指した。以下、言及した研究を主として実施した研究者名は、［ ］で示す。 

（１）父系出自と祖先に対する多様な評価・対応 

 ①父系出自とその継続性への認識…台湾・中国漢民族社会の若年層へのアンケート結果では、自らの社会

を「父系社会」とする者は７割近いが、「祖先」とは誰かとの問いには、母方の祖先をも自らの「祖先」と

考える者が半数近くなっており、「父系」観念との矛盾に無自覚であるといえる。また、韓国においても、

「祖先のイメージがない」など、父系出自の連続への強い希求が見られない。沖縄においても、「祖先」に

関して、「生前を知っている人が祭祀しやすい人」と考えるなど、父系出自、父系の祖先の連続性への認識

は、希薄である。他方で、父系出自集団「門中」による墓の共有は維持され、門中成員自身による活動の振

り返りが行われている［玉城毅］。中国においても、父系出自集団「宗族」の活動が活発な地域もあり、さ

らに「中華民族」の統合性の解説に用いられる概念となり、父系理念に基づいた営為は系譜を遡る場面ほど

見られるとの指摘[川口幸大]がある。東アジア全体で「父系」理念への希求あるいは実践が減退していると

結論づける状況には、いまだ至っていない。 

②日本における家督観念と祖先…日本の「家」の継承は父系ではないが、男性を優先して家督継承がなさ

れてきた。これに対して、若年層へのアンケート調査によれば、「代々にわたって家をつないでいかなけれ

ばならない」とする者は、18.6％に止まるが、そのうち「家を継ぐことになっているのは男性」との回答が

62.9％になり、こうした回答をする者は、男性よりも女性のほうが比率が高い。しかし、家の継承の観念が

ないとする回答は、56.2％に上っている。また、祖先については、「自分の家族とつながりのある昔の誰か」

「父方・母方に分けてイメージしない」との回答（複数回答）が半数以上となり、「家」に基づく排他的な

祖先観を有してないことは明らかとなっている[田中大介]。つまり、「家」の継承は男性によって行われる

という観念を持つ者から、「家」「祖先」にこだわらない者まで、多様な「家」認識が存在している。 

 

（２）祖先祭祀に対する女性の関与とジェンダー観の変化 

 東アジアの父系親族体系では、女性は婚出すべき存在と考えられており、婚出先で祖先（の配偶者）とし

て祭祀されていくべきであり、未婚で死亡した女性は、行き場のない存在と考えられてきた。 

しかし、これまで生家で祭祀されることのなかった未婚で死亡した女性、また離婚によって生家に戻った

女性に対する祭祀が生家で行われる例が、台湾の客家社会で見られる。今後、こうした伝統的観念とは異な

る慣行の定着の可能性はあるが、これには台湾の政策との関連を留意していく必要がある［三尾裕子］。 

婚出した女性がその生家の祖先祭祀あるいは墓参に参加することは、台湾漢民族社会においては、かつて

は許されざることであった。しかし、近年ではこうした女性による生家での祭祀への参加が見られるととも

に、女性による生家の祖先祭祀実践に対する容認は、アンケート結果からも、また現地調査においても確認

できる［上水流久彦］。中国・広東省では、若い世代では女性が生家の祭祀に参加している［川口］。韓国に

おいても、祖先祭祀は子女の誰がしてもよい、あるいは娘のみの場合は娘がすればよいという意見は、アン



ケートでは７割を超えている。 

祖先祭祀の準備において、祭祀主宰者である男性の妻などの女性に過大な負担が課せられ、これが祖先祭

祀への否定的評価につながることが、韓国のアンケート調査またインタビュー調査から指摘しうる[中村八

重]。沖縄においても同様の女性の負担があるが、これに対して、長男のみに祭祀継承をさせるのではなく、

男女関係なく共同で行うべきとの意見も４割弱になり、男女役割の変化の可能性がみられる[越智郁乃]。 

 

（３）祖先祭祀・死者供養と「親密圏」 

 死者である祖先、また亡くなった父母に対する祭祀あるいは供養を、人々がいかなる意味を込めて、いか

なる人々と共に担っていくのか。現在、東アジア諸社会の家族・親族をめぐる変化を踏まえるならば、祭祀・

供養はこれまで機能してきた親族・家族集団に限られるものではなく、また相互関係の構築の場となってい

ることが、本プロジェクトの諸研究のなかで指摘されている。 

韓国では、祭祀・追慕の主たる担い手が家族・近親者であるが、身近な死者の存在や死者に対する記憶・

経験が家族・近親者の関係を媒介する資源となっている。つまり、「具体的な他者の生／生命――とくにそ

の不安や困難――に対する関心／配慮を媒介とする、ある程度持続的な関係性」としての「親密圏」[斉藤 

2003:213]の概念を踏まえて、祖先や死者に対する祭祀が持つ意味を問い直すことが必要であるとの指摘が

なされている［本田洋］。 

沖縄においては、年中行事や墓において行われる祖先祭祀に参加する若者の比率は高く、祭祀は「親族が

集まる機会」「楽しみ」とされ、祭祀・追慕の私事化が、一部の祭祀の再生産につながっている。また、祭

祀における女性の負担を軽減し、長男のみに祭祀継承をさせるのではなく、「家族、一族」、男女関係なく「共

同」で行うのが望ましいとする志向性がみられる［越智］。 

 台湾においても、父系的な出自・祭祀の連続というよりも親子間の祭祀の連続性との認識、また娘などの

出生女性による生家の祭祀への参加が見られるようになり、祖先祭祀は父系でつながる祖先を義務的に祭

祀するという認識ではなく、親密な関係に基づく傾向がある［上水流］。 

現在の東アジアの祖先祭祀また身近な死者に対する供養・追慕は、父系的祖先の祭祀を父系子孫が行う伝

統的な慣習という解釈では解明できない。祖先祭祀、特に供養・追慕は、いまだに否定されておらず、死者

を媒介として、家族・婚姻によって関連する人々がその関係性を再構築していく場、「親密圏」の再構築を

視点として考察していく必要がある。 

 

（４）国家・市場・近代化と祖先祭祀 

 東アジア諸社会の祖先祭祀・死者供養の変化は、国家による規制、市場つまり経済的要素、そして近代的

な思想やシステムの関与が複雑に絡み合う様相を呈している。 

韓国においては、1980年代から墓地に関する法的規制が強まり、2000年以降の葬送に関する法律の度重

なる改正の中で、自然葬や納骨堂が普及していく。今や祭祀の簡素化は合理的なものと理解され、ジェンダ

ー平等意識からは女性の負担への問題意識が生まれる。儒礼に支えられた祖先祭祀はまだ行われているが、

祭祀の意味の問い直し、父系血統の再生産への執着の弱まりが見られる［本田・中村］。 

台湾でも1983年の墳墓に関する法令以降、2002年に制定された「殯葬管理条例」によって葬墓制の大改

革が示され、自然葬・納骨堂の普及が進められていく。人々の観念も変化を見せ、女子による祭祀も当然視

され、納骨堂での祭祀を積極的に受け入れている。この状況には、政府による管理のもと、葬儀業・私立納

骨堂経営業が深く関わっている［上水流・植野弘子］。こうした政策は、台湾原住民族に対しても同様に適

用され、母系親族理念をもつアミ社会においても墓地から納骨堂へと祭祀の場は変化している［西村一之］。

また、父系継承者を確保するために行われていた、ブローカーを介して海外から女性を受け入れる国際結婚

は、人権問題として批判されたことから法的規制を受けることとなり、激減した。しかし、家族の延命措置

としてではなく、ケア労働や親密性を求めて国際結婚は行われており、この変化は、今、家族に求められて

いるものを示している［横田祥子］。 

 中国本土における伝統的な祖先祭祀・墓制は、新中国成立以降、共産党政府による政策、さらに文化大革

命を経て否定され破壊された。しかし、改革開放後の市場経済化、そして中華民族の復興を謳う国家政策に

よって、「民族の始祖」から世帯レベルの家族までの連続性が強調され、祖先祭祀も伝統文化として評価さ



れることになっている［川口・川瀬由高］。 

日本は、祖先祭祀・墓制に関して、国家による規制は非常に弱いといえる。しかし、小家族化・都市化の

といった近代的な変化のなかで、死者の祭祀に関わる観念も変化せざるを得ない。この現状に深く関与して

いるのは、葬儀業や遺骨の処理―墓地・納骨堂・散骨など―に関わる業種などであり、人々の多様な要求に

対応している［田中・長沼さやか］。沖縄も同様の状況ではあるが、沖縄の祖先祭祀はより頻繁にしてより

広範囲の人々が集まる傾向がある。そして、女性の祭祀継承からの排除と祭祀実施のための女性の負担が、

ジェンダー平等観念との関連で課題となっている［越智］。 

 

（５）東アジア諸社会における祖先祭祀の変化に対する比較検討 

変容する東アジア諸社会の祖先祭祀の現状について、共通する点としては、まず、父系出自や「家」に基

づく祭祀の維持が、家族レベルでは否定的に捉えられている点である。男子だけでなく子供自体が生まれな

い少子化によって、次世代への継承は確実視できないものとなっている。「祖先」と認識される者も、父系

や「家」に限定されず、母方も含んだものとして理解されることが多く、「祖先」の祭祀は、知っている死

者への供養・追慕として行われているといえよう。その祭祀の行為者は、父系親族組織あるいは「家」の成

員というよりは、家族・近親者が死者への追慕を共にするという持続的相互関係、「つながり」を有する人々

といえよう。小家族化とともに、ジェンダー平等意識も、いずれの社会でもその濃淡はあっても見られるも

のである。女性による祭祀の継承は、選択せざるを得ない手段となり、また祭祀のために女性に多大な負担

が課せられることにも批判的意見が顕著であり、今後の変化が予想される。 

いずれの社会にも起こった都市化、地域共同体の変化は、祭祀・葬儀執行・遺骨の処理に専門的な職業者

の関与を必要とし、従来の慣行は変容せざるを得ない。祖先祭祀・死者供養が、家族・親族の領域に止まら

ず、外部化することによって実施可能なものへと変質し、市場経済の一端へと組み入れている。 

対して、祖先祭祀の現状について東アジア諸社会間の差異として顕著なのは、国家の関与である。特に、

日本は他の地域とは異なり、祭祀、墓地・遺骨の処理について、国家としての明確な方針を打ち出すことは

なく、法的な規制も他社会と比するならば非常に少ないといえる。韓国・台湾・中国大陸においては、時期

は異なりながらも、墓地の整理、火葬・自然葬の奨励、葬祭職業者の資格認定などが行われ、法制の整備も

進められている。日本では、国家が私的領域を管理しないという建前もあり、また火葬が早期に浸透し、墓

地が国土の有効活用に抵触してこなかったということも、他の地域とは異なる点として指摘しうる。 

現在、中国では、炎帝・黄帝を「中華民族の始祖」とし、そこに宗族の始祖が、さらに家族・個人が連な

っていく構図が描かれ、「中華民族」の復興が謳われる。また、宗祠、系譜、清明節の祖先祭祀は、伝統文

化として評価されている。祖先祭祀や父系系譜観念は、国家統合意識の高揚にも利用されている。 

 

（６）父系理念と祖先祭祀・死者供養をめぐる今後の研究への示唆 

 本科研プロジェクト研究による新たな視点、そして今後の課題については、以下の点を指摘しうる。。 

① 祖先祭祀・死者供養は、家族レベルでは、身近な死者の存在や死者に対する記憶が家族・近親者の関

係を媒介する資源となり、ある程度持続的な関係性としての「親密圏」が構成され、維持・実施される状況

がうまれている。父系的な持続性は不確定なものとなり、それゆえに関係者がその危機に対処するため、形

を変えた追慕を共同し行う。こうした死者との、また死者を介した新たなつながりのあり方を追うことか

ら、死者とのつながりが、現世の人々をつなげることの意味を考察していくことが可能であろう。 

② 父系理念は、家族を超えたレベルにおいては、その存在価値は未だ消滅せず、社会集団としての機能

を果たし、あるいは国家の統合の象徴として利用されている。この価値を人々がいかに認識し行動している

のか。父系理念や祖先祭祀に対する早急な否定に陥らず、考察を進める必要がある。 

③ 前述した家族や祖先祭祀を取り巻く社会環境の変化や近代的観念の導入の下、それぞれの社会の人々

は、多様な対応で対処しようとしている。こうした新たな対応を、既存の社会構造の崩壊とみるのではなく、

それぞれの社会がもつ社会的文化的許容性のなかでの選択適応であり、再創造ともいうべきものとして捉

え、人々の生活実践を踏まえた分析を行っていくことが求められる。 

 

参照文献：齋藤純一 2003 「親密圏と安全性の政治」齋藤純一編『親密圏のポリティクス』ナカニシヤ出版 
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